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概要 
牛乳や乳製品は，健康維持に役立つという知識があ

っても青年期に摂取率が激減する．この要因を探るア
ンケート調査が多数実施されているが，先延ばし行動
の理由の収集が難しい．そこで牛乳や乳製品を題材に，
インタラクティブエージェントによって，言いにくい
本音や自覚していない状態の報告内容に変化が起こる
か要素ごとに探索的に検討する予定である． 
 
キーワード：価値観，先延ばし行動，エージェント，ア
ピアランス 

1. はじめに 

大学生は自ら主体的に健康的な生活を構築する必要

があるにもかかわらず，栄養バランスの偏りや食事を

抜くなどの不健全な食生活に陥ることが多い．たとえ

ば，栄養素密度が高い牛乳及び乳製品の摂取は，その効

用も理解しているにも関わらず，給食や自宅で食事を

する小・中・高校生に比べて著しく減少する[1,2]．また

健全な食生活を心がけていない人ほどインターネット

を長時間利用している傾向が見られ[3]，このような大

学生の健康維持行動は，COVID-19 下でその品質低下

に拍車が掛かっている． 

健康維持に対する投資の低さの実態と原因を調べる

ため，アンケートを用いて当事者の主観的な意図や態

度を探る調査が多数行われている[1-3]．しかし，健康

に関する個人情報は，開示することで他者にネガティ

ブな印象を持たれる可能性があることから，「なぜ健康

診断を休んだのか」といった先延ばし行動[4]の理由を

回答者が詳しく報告していない可能性もある．  

2. エージェントのアピアランス 

e-Health と呼ばれるオンライン環境で行われる健康

増進のためのアドバイスシステムにおいて，エージェ

ントのアピアランス（見た目）に関する効果が報告され

ている [5]．Nguyen らは，白衣は医者や科学者、不潔

な服装は信頼性に欠けるなど，情報源の外見的な手が

かりは情報源の信頼性に影響を与えることを示した[6]． 

van Vugt らは健康アドバイスを行うシステムのインタ

ーフェイス・キャラクタの体型を太型と痩せ型に操作

した結果，体型がユーザに似ているほどより信頼され

嫌悪感を持たれないことを報告した[7]．この他， 

Schmeilらは，エクササイズインストラクターのキャラ

クタの体型の他に，肌の色を健康的と不健康的に操作

し，キャラクタの見た目がエクササイズのモチベーシ

ョンに影響を与えることを示した[8]．したがって，エ

ージェントのアピアランスは，オンライン健康促進の

場面で信頼関係を変化させる一方で，運動継続のモチ

ベーションにも影響する可能性を示している．． 

このような信頼関係の構築や健康維持への態度に影

響を与えるアピアランスの要素は多く考えられるが，

それらを実験的に検討した研究はまだ少ない．また，こ

れらの研究報告は西欧諸国が主であり，日本で同様の

効果があるかといった文化差を検討も不足している． 

3. 目的 

 本研究では，信頼できる他者もしくは健康維持を意

識させるとしてのインタラクティブなエージェントを

設計し，Web アンケート回答の場面に組み込むことで

報告する情報に変化が起こるのかを調査することを目

的とする．今回は日本人大学生の健康食としてよく取

り上げられる牛乳・乳製品の文脈を用いて，なぜ健康と

わかっていて摂取しないのかその言いにくい本音の報

告の抵抗感を下げるたり，自覚していない状態の報告

を引き出しやすくするエージェントのアピアランスの

要素を探索的に検討する． 

4. 事前調査 

 牛乳や乳製品に関する価値観を捉えるため，Yahoo!

クラウドソーシングを用いて牛乳・乳製品に関する

エピソードや感想を自由記述で 250 名より収集し，

統括的に解釈するために共起ネットワークグラフ

[9]を作成した（図 1）．描画数は Jaccard 係数は 0.2
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以上として最小出現回数は 10回以上で作成した．  

 この結果，牛乳に関する好き嫌いであったり，学

校給食の経験が関係したりと，その要因と関係のあ

る品詞が抽出されたが，本研究の目的である言いに

くい本音や自覚していない状態の報告内容を表して

いるかについては更に探索が必要である結果だった． 

5. 今後の展開 

現在，牛乳・乳製品の価値観を決定する概念や要因に

ついて，事前調査結果をもとに抽出する作業をおこな

っている．これと並行して，健康維持の意識に影響を与

える可能性の高いインタラクティブエージェントの要

素について，アピアランス要素を第一段階として検討

する実験を準備中である．インタラクティブな要素に

ついては表情，目の動き，呼吸など動的な要素や文化差

による要因もパラメトリックに検討し組み合わせてい

く予定である． 
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図 1 事前調査から得られた共起ネットワークグラフ 
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